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調査概要

調査の目的

市民の「住まい」や「住環境」に対する意識や意見を把握し，今後予定されている「旭川市住生活基本

計画」や関連する事業の見直しに当たっての基礎資料とすること。

調査方法

郵送によるアンケート方式

調査票発送対象

令和３年１１月１日時点で満１８歳以上の市民から無作為に１，５００人を抽出

回収期間

令和３年１１月８日から令和３年１１月３０日まで

調査項目

§１ 今住んでいる住宅や地域に関する設問 ９問

§２ A住宅の修繕に関する設問 ２問

Bマンション管理に関する設問 ３問

C持ち家への住み替えに関する設問 ３問

§３ 空き家に関する設問 ３問

§４ 市営住宅に関する設問 ２問

§５ 災害対策に関する設問 ３問

§６ その他の設問 ７問

計３２問

詳細は巻末調査票のとおり。

回答数

発送数１，５００に対し回答数６５７（回答率４３．８％）
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§１ 今住んでいる住宅や地域に関する設問（Q１～Q９）

Q1 住宅の種別

○今お住まいの住宅は次のうちどれにあたりますか。

１．持ち家（１戸建て） ２．持ち家（分譲マンション）

３．借家（１戸建て） ４．借家（賃貸アパートなど）

５．公営住宅（市営住宅や道営住宅） ６．社宅・官舎・寮など

７．その他

注 端数処理の都合上，割合の合計が 100%とならない場合がある。（以下同様）
注 特筆がない場合，各設問の割合は「アンケートの総回答数から各設問の無回答の数を減じた数に対

する割合」としている。（以下同様）

項目 回答数 割合

１ 持ち家（１戸建て） 438 67.3%
２ 持ち家（分譲ﾏﾝｼｮﾝ） 24 3.7%
３ 借家（１戸建て） 31 4.8%
４ 借家（賃貸ｱﾊﾟｰﾄなど） 119 18.3%
５ 公営住宅 26 4.0%
６ 社宅・官舎・寮など 9 1.4%
７ その他 4 0.6%
無回答 6 －

戸建持家

分譲ﾏﾝｼｮﾝ

戸建借家

賃貸ｱﾊﾟｰﾄ

公営住宅 社宅等 その他
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注 左から３列目の矢印の凡例は次のとおりである。（以下同様）

↗ ：H27に比べ 1.0%以上の増加
→：H27からの増減が±1.0未満
↘ ：H27に比べ 1.0%以上の減少

注 端数処理の都合上，表中の「H27の数値と R3の数値の差」と「増減の数値」が一致しない場合があ
る。（以下同様）

１戸建ての持ち家にお住まいの方が最も多く，全体の約７割を占めていた。次いで賃貸アパートなどに

お住まいの方が多く，全体の約２割を占めていた。経年比較において，大幅な増減はなかった。

経年比較 H27 R3 増減

１ 持ち家（１戸建て） 70.3% ↘ 67.3% -3.0%
２ 持ち家（分譲ﾏﾝｼｮﾝ） 3.7% → 3.7% 0.0%
３ 借家（１戸建て） 3.1% ↗ 4.8% 1.7%
４ 借家（賃貸ｱﾊﾟｰﾄなど） 15.8% ↗ 18.3% 2.4%
５ 公営住宅 5.2% ↘ 4.0% -1.2%
６ 社宅・官舎・寮など 0.8% → 1.4% 0.5%
７ その他 1.0% → 0.6% -0.4%
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Q２ 居住年数

○今お住まいの住宅に何年住んでいますか。１つ選んで○をつけてください。

１．１０年未満 ２．１０年以上～２０年未満

３．２０年以上～３０年未満 ４．３０年以上

「１０年未満」が最も多く，次いで「３０年以上」となっている。経年比較では，大幅な増減とまでは言

えないものの，「１０年未満」が減少していた。

項目 回答数 割合

１ １０年未満 205 31.7%
２ １０年以上２０年未満 132 20.4%
３ ２０年以上３０年未満 128 19.8%
４ ３０年以上 181 28.0%
無回答 11 －

経年比較 H27 R3 増減

１ １０年未満 34.9% ↘ 31.7% -3.2%
２ １０年以上２０年未満 19.4% ↗ 20.4% 1.1%
３ ２０年以上３０年未満 19.4% → 19.8% 0.5%
４ ３０年以上 26.4% ↗ 28.0% 1.7%

～10

10～2020～30

30～
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Q３ 高齢者・子ども・障がい者

〇今お住まいの住宅に次に該当する方は何人いますか。人数を記入してください。

いない場合は０を記入してください。

１．６５歳以上の高齢者（ 人）

２．１８歳未満の子ども（ 人）

３．障がいをお持ちの方（ 人 うち１８歳未満 人，６５歳以上 人）

１ 高齢者の有無，人数

２ 子どもの有無，人数

項目 回答数 割合

高齢者がいる 計 334 計 51.7%
１人 148 22.9%
２人 177 27.4%
３人～ 9 1.4%

高齢者はいない 312 48.3%
無回答 11 －

項目 回答数 割合

子どもがいる 計 134 計 20.7%
１人 68 10.5%
２人 52 8.0%
３人～ 14 2.2%

子どもはいない 513 79.3%
無回答 10 －

いない いる

1人

2人

3人~

いない いる

1人

2人

3人~
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３ 障がい者の有無，人数

高齢者がいる住宅が約５割，子どもがいる住宅が約２割，障がい者がいる住宅が約１割という結果とな

った。経年比較では，高齢者がいる住宅は 1割以上増加していたが，子どもと障がい者はほぼ横ばいで
あった。

項目 回答数 割合

障がい者がいる 計 65 計 10.0%
１人 53 8.2%
２人 8 1.2%
３人～ 4 0.6%

障がい者はいない 582 90.0%
無回答 10 －

障がい者の合計者数に対する割合

６５歳以上の方 － 44.6%
１８歳～６４歳の方 － 47.8%
１８歳未満の方 － 7.6%

経年比較 H27 R3 増減

高齢者がいる住宅 39.4% ↗ 51.7% 12.3%
子どもがいる住宅 21.1% → 20.7% -0.4%
障がい者がいる住宅 8.1% ↗ 10.0% 1.9%

いない いる
1人

2人

3人~
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Q４ 今の住宅について

○今お住まいの「住宅」について，どのように感じていますか。項目ごとに，どれか１つに○を

記入してください。（満足 ほぼ満足 普通 やや不満 不満）

１ 住宅の広さ・間取り

「満足」「ほぼ満足」の合計が 50%を超えており，全体的に満足度が高い結果となった。経年比較におい
ても，目立った増減という程ではないが，「不満」が減り「満足」が増える結果となっていた。

項目 回答数 割合

満足 213 33.4%
ほぼ満足 176 27.6%
普通 169 26.5%
やや不満 58 9.1%
不満 22 3.4%
無回答 19 －

経年比較 H27 R3 増減

満足 31.6% ↗ 33.4% 1.8%
ほぼ満足 27.9% → 27.6% -0.3%
普通 25.7% → 26.5% 0.7%
やや不満 10.0% → 9.1% -0.9%
不満 4.8% ↘ 3.4% -1.4%

満足

ほぼ満足

普通

やや不満 不満
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２ 台風・大雨などに対する安全性

「普通」が最も多く，約４割を占めていた。H27では「満足」「ほぼ満足」の合計と「不満」「やや不満」
の合計が概ね均衡していたが，R3では合計で約 10%「満足」「ほぼ満足」が増加し，改善傾向が見られ
た。

項目 回答数 割合

満足 124 19.5%
ほぼ満足 127 19.9%
普通 263 41.3%
やや不満 78 12.2%
不満 45 7.1%
無回答 20 －

経年比較 H27 R3 増減

満足 10.7% ↗ 19.5% 8.8%
ほぼ満足 17.0% ↗ 19.9% 2.9%
普通 48.1% ↘ 41.3% -6.8%
やや不満 17.0% ↘ 12.2% -4.8%
不満 7.2% → 7.1% -0.2%

満足

ほぼ満足

普通

やや不満

不満
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３ 地震などに対する安全性

「普通」が最も多く，約 4割となっている。H27においても「普通」が最も多いことに変わりはないが，
「やや不満」「不満」が合計で約 12%減少し「普通」「やや満足」「満足」が増加しているなど，改善傾向
が見られた。

項目 回答数 割合

満足 98 15.4%
ほぼ満足 112 17.6%
普通 274 43.1%
やや不満 104 16.4%
不満 47 7.4%
無回答 22 －

経年比較 H27 R3 増減

満足 9.1% ↗ 15.4% 6.3%
ほぼ満足 12.9% ↗ 17.6% 4.8%
普通 42.1% ↗ 43.1% 1.1%
やや不満 22.5% ↘ 16.4% -6.2%
不満 13.4% ↘ 7.4% -6.0%

満足

ほぼ満足

普通

やや不満

不満
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４ 火災に対する備え

「普通」が約半数となっている。経年比較では，依然として「満足」「ほぼ満足」の合計は「不満」「やや

不満」の合計を上回っており，計約 5%程度と数値は小さいものの「満足」「ほぼ満足」の合計が減少する
結果となった。

項目 回答数 割合

満足 83 13.1%
ほぼ満足 103 16.2%
普通 329 51.8%
やや不満 93 14.6%
不満 27 4.3%
無回答 22 －

経年比較 H27 R3 増減

満足 15.2% ↘ 13.1% -2.1%
ほぼ満足 19.0% ↘ 16.2% -2.8%
普通 44.2% ↗ 51.8% 7.7%
やや不満 13.9% → 14.6% 0.8%
不満 7.8% ↘ 4.3% -3.5%

満足

ほぼ満足

普通

やや不満

不満
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５ 断熱性や気密性（防寒・防暑）

「不満・やや不満」が４割弱と比較的多かった。経年比較では「ほぼ満足」「普通」が減少し，「満足」「や

や不満」「不満」が増加していた。「不満」「やや不満」の方が「満足」よりも大きく数値を伸ばしており，

悪化傾向と両極化の進行の両方が確認できた。

項目 回答数 割合

満足 95 14.9%
ほぼ満足 112 17.6%
普通 181 28.4%
やや不満 152 23.8%
不満 98 15.4%
無回答 19 －

経年比較 H27 R3 増減

満足 13.1% ↗ 14.9% 1.8%
ほぼ満足 24.6% ↘ 17.6% -7.1%
普通 30.4% ↘ 28.4% -2.0%
やや不満 19.7% ↗ 23.8% 4.1%
不満 12.1% ↗ 15.4% 3.3%

満足

ほぼ満足

普通

やや不満

不満
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６ 防音性

R3で新規設問とした。「普通」が最も多く，４割弱となった。「不満」「やや不満」の合計が「満足」「ほ
ぼ満足」の合計を上回っており，全体としてはやや不満傾向である。

項目 回答数 割合

満足 82 12.9%
ほぼ満足 91 14.3%
普通 243 38.3%
やや不満 134 21.1%
不満 85 13.4%
無回答 22 －

満足

ほぼ満足

普通

やや不満

不満
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７ バリアフリー対応

「不満」「やや不満」の合計が約半数になっており，不満傾向が強い。経年比較では「満足」「ほぼ満足」

が約 6%上昇しており，改善傾向が見られた。

項目 回答数 割合

満足 65 10.3%
ほぼ満足 79 12.6%
普通 194 30.8%
やや不満 170 27.0%
不満 121 19.2%
無回答 28 －

経年比較 H27 R3 増減

満足 5.9% ↗ 10.3% 4.5%
ほぼ満足 11.3% ↗ 12.6% 1.2%
普通 32.9% ↘ 30.8% -2.1%
やや不満 24.0% ↗ 27.0% 3.1%
不満 25.9% ↘ 19.2% -6.6%

満足

ほぼ満足

普通

やや不満

不満
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８ 省エネや脱炭素などの環境への配慮

「普通」が約半数を占めており，「満足」「ほぼ満足」の合計が約 12%に留まることから，不満が優位で
あった。一方で，経年比較では「不満」「やや不満」が合計で約 20%減少し「普通」「ほぼ満足」「満足」
が増加していることから，不満が解消している傾向が見られた。

項目 回答数 割合

満足 33 5.3%
ほぼ満足 44 7.0%
普通 328 52.4%
やや不満 134 21.4%
不満 87 13.9%
無回答 31 －

経年比較 H27 R3 増減

満足 3.4% ↗ 5.3% 1.9%
ほぼ満足 3.2% ↗ 7.0% 3.8%
普通 37.9% ↗ 52.4% 14.5%
やや不満 27.5% ↘ 21.4% -6.0%
不満 28.1% ↘ 13.9% -14.2%

満足 ほぼ満足

普通

やや不満

不満
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９ 日当たり・風通し

「満足」「ほぼ満足」の合計が約半数を占めており，満足が優位な結果となった。経年比較では，「満足」

「不満」がそれぞれ増加しており，中間層が減少していることから，両極化の進行が見られた。

項目 回答数 割合

満足 175 27.6%
ほぼ満足 162 25.5%
普通 191 30.1%
やや不満 66 10.4%
不満 41 6.5%
無回答 22 －

経年比較 H27 R3 増減

満足 24.2% ↗ 27.6% 3.4%
ほぼ満足 28.8% ↘ 25.5% -3.2%
普通 31.8% ↘ 30.1% -1.7%
やや不満 11.4% ↘ 10.4% -1.1%
不満 3.9% ↗ 6.5% 2.6%

満足

ほぼ満足

普通

やや

不満

不

満
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１０ 築年数

「普通」が約４割となっている。「満足」「ほぼ満足」の合計と「不満」「やや不満」の合計は，不満が多

いが均衡している。経年比較では「普通」が減少し「満足」と「やや不満」がそれぞれ増加していること

から，両極化の進行が確認できた。

項目 回答数 割合

満足 84 13.6%
ほぼ満足 88 14.2%
普通 245 39.6%
やや不満 122 19.7%
不満 79 12.8%
無回答 39 －

経年比較 H27 R3 増減

満足 12.0% ↗ 13.6% 1.6%
ほぼ満足 15.0% → 14.2% -0.7%
普通 45.0% ↘ 39.6% -5.3%
やや不満 15.9% ↗ 19.7% 3.9%
不満 12.2% → 12.8% 0.5%

満足

ほぼ満足

普通

やや不満

不満
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１１ 防犯性能

「普通」が約 5割近くを占め，「満足」「ほぼ満足」の合計を「不満」「やや不満」の合計が上回っていた。
経年比較では「普通」がやや減少し，「満足」「ほぼ満足」「不満」がそれぞれ上昇していることから，両

極化の進行が確認できた。

項目 回答数 割合

満足 52 8.3%
ほぼ満足 94 14.9%
普通 298 47.3%
やや不満 137 21.7%
不満 49 7.8%
無回答 27 －

経年比較 H27 R3 増減

満足 7.0% ↗ 8.3% 1.3%
ほぼ満足 13.5% ↗ 14.9% 1.4%
普通 50.6% ↘ 47.3% -3.3%
やや不満 19.6% ↗ 21.7% 2.1%
不満 9.3% ↘ 7.8% -1.5%

満足

ほぼ満足

普通

やや不満

不満
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１２ 台所・風呂・トイレなどの設備

「満足」「ほぼ満足」の合計が４割近くになっており，全体としては満足傾向である。経年比較において

は，「普通」が減少し「ほぼ満足」が増加しており，改善傾向が見られた。

項目 回答数 割合

満足 93 14.6%
ほぼ満足 155 24.3%
普通 219 34.4%
やや不満 108 17.0%
不満 62 9.7%
無回答 20 －

経年比較 H27 R3 増減

満足 15.0% → 14.6% -0.4%
ほぼ満足 20.8% ↗ 24.3% 3.5%
普通 36.6% ↘ 34.4% -2.2%
やや不満 17.8% → 17.0% -0.9%
不満 9.8% → 9.7% -0.1%

満足

ほぼ満足

普通

やや不満

不満
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１３ 雪への備え

「不満」「やや不満」の合計が４割を超えており，不満傾向が強い。経年比較では，「普通」「やや不満」

が減少し，「不満」が増加していることから，悪化傾向が見られた。

項目 回答数 割合

満足 49 7.7%
ほぼ満足 97 15.2%
普通 217 34.0%
やや不満 160 25.1%
不満 115 18.0%
無回答 19 －

経年比較 H27 R3 増減

満足 8.6% → 7.7% -0.9%
ほぼ満足 14.4% → 15.2% 0.8%
普通 37.4% ↘ 34.0% -3.3%
やや不満 27.0% ↘ 25.1% -1.9%
不満 12.6% ↗ 18.0% 5.4%

満足

ほぼ満足

普通

やや不満

不満
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１４ インターネットなど通信環境

昨今のオンライン化推進の風潮を踏まえ，新規調査項目とした。「普通」が優位で全体の 4割強，「満
足」「ほぼ満足」の合計が約 4割，「不満」「やや不満」の合計が約 2割という結果となった。

項目 回答数 割合

満足 103 16.9%
ほぼ満足 122 20.0%
普通 271 44.4%
やや不満 62 10.1%
不満 53 8.7%
無回答 46 －

満足

ほぼ満足

普通

やや不満

不満
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Q５ 住宅に求めるもの

○あなたが住宅に求めるものの中で優先度の高いものはどれですか。３つまで○をつけてください。

１．住宅の広さ・間取り ２．台風・大雨などに対する安全性

３．地震などに対する安全性 ４．火災に対する備え

５．断熱性や気密性（防寒・防暑） ６．防音性

７．バリアフリー対応 ８．省エネや脱炭素などの環境への配慮

９．日当たり・風通し 10．築年数

11．防犯性能 12．台所・風呂・トイレなどの設備

13．雪への備え 14．インターネットなど通信環境

15．その他

項目 回答数 割合

１ 広さ・間取り 241 37.4%
２ 安全性（台風・大雨等） 134 20.8%
３ 安全性（地震等） 115 17.8%
４ 火災対策 56 8.7%
５ 断熱性・気密性等 270 41.9%
６ 防音性 81 12.6%
７ バリアフリー 77 11.9%
８ 省エネ・脱炭素等 35 5.4%
９ 日当たり・風通し 221 34.3%
10 築年数 84 13.0%
11 防犯性能 71 11.0%
12 設備等 190 29.5%
13 雪対策 261 40.5%
14 通信環境 47 7.3%
15 その他 7 1.1%
無回答 12 －
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新たに「防音性」「インターネットなど通信環境」を選択肢に追加し，結果はそれぞれ 12.6%，7.3%で
あった。R3の結果において 30%を超えた選択肢は上位から順に「断熱性や気密性（防寒・防暑）」「雪へ
の備え」「住宅の広さ・間取り」「日当たり・風通し」となっており，すべてH27でも 30%を超えるなど，
変わらず重要度が高い一方で，4肢ともに H27から数値を落としていた。

経年比較 H27 R3 増減

１ 広さ・間取り 42.3% ↘ 37.4% -4.9%
２ 安全性（台風・大雨等） 12.6% ↗ 20.8% 8.2%
３ 安全性（地震等） 13.8% ↗ 17.8% 4.0%
４ 火災対策 5.0% ↗ 8.7% 3.7%
５ 断熱性・気密性等 43.5% ↘ 41.9% -1.6%
６ 防音性 － － 12.6% 12.6%
７ バリアフリー 18.5% ↘ 11.9% -6.5%
８ 省エネ・脱炭素等 13.6% ↘ 5.4% -8.2%
９ 日当たり・風通し 50.5% ↘ 34.3% -16.2%
10 築年数 7.1% ↗ 13.0% 5.9%
11 防犯性能 10.6% → 11.0% 0.4%
12 設備等 23.8% ↗ 29.5% 5.7%
13 雪対策 51.8% ↘ 40.5% -11.4%
14 通信環境 － － 7.3% 7.3%
15 その他 1.8% → 1.1% -0.7%
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Q６ 地域の住環境について

○今お住まいの「地域」について，どのように感じていますか。項目ごとに，どれか１つに○を記入して

ください。（満足 ほぼ満足 普通 やや不満 不満）

１ 病院・福祉サービスの便利さ

「普通」が約４割，「満足」「ほぼ満足」の合計も約４割となっており，総じて満足傾向であった。経年比

較では，大幅な増減ではないものの，「満足」が増加していた。

項目 回答数 割合

満足 97 15.0%
ほぼ満足 186 28.8%
普通 277 42.9%
やや不満 60 9.3%
不満 25 3.9%
無回答 12 －

経年比較 H27 R3 増減

満足 13.1% ↗ 15.0% 2.0%
ほぼ満足 28.4% → 28.8% 0.4%
普通 46.6% ↘ 42.9% -3.6%
やや不満 8.7% → 9.3% 0.6%
不満 3.3% → 3.9% 0.6%

満足

ほぼ満足
普通

やや不満 不満
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２ 治安や防犯性

「普通」が約半数を占めていた。「満足」「ほぼ満足」の合計は「不満」「やや不満」の合計を上回ってお

り，満足が優位である。経年比較では，「満足」「ほぼ満足」が計約 3%増加しており，わずかではあるが
改善傾向が見られた。

項目 回答数 割合

満足 60 9.4%
ほぼ満足 152 23.9%
普通 349 54.8%
やや不満 63 9.9%
不満 13 2.0%
無回答 20 －

経年比較 H27 R3 増減

満足 8.5% ↗ 9.4% 1.0%
ほぼ満足 21.9% ↗ 23.9% 1.9%
普通 55.4% → 54.8% -0.7%
やや不満 11.6% ↘ 9.9% -1.7%
不満 2.6% → 2.0% -0.5%

満足

ほぼ満足

普通

やや不満
不満
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３ 地震・火災・水害等に対する安全性

「普通」が約半数となっている。経年比較において「普通」が減少し，「ほぼ満足」と「不満・やや不満」

がほぼ均等に増加していることから，両極化の進行が見られた。

項目 回答数 割合

満足 54 8.4%
ほぼ満足 134 20.9%
普通 331 51.7%
やや不満 90 14.1%
不満 31 4.8%
無回答 17 －

経年比較 H27 R3 増減

満足 8.0% → 8.4% 0.4%
ほぼ満足 16.7% ↗ 20.9% 4.3%
普通 59.9% ↘ 51.7% -8.2%
やや不満 12.9% ↗ 14.1% 1.1%
不満 2.4% ↗ 4.8% 2.4%

満足

ほぼ満足

普通

やや不満

不満
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４ 自然・公園や緑

「普通」が約半数，「満足」「ほぼ満足」が約４割と，総じて満足傾向が見られた。経年比較においても，

「やや不満」が減少し「普通」「ほぼ満足」が増加していることから，改善傾向が見られた。

項目 回答数 割合

満足 92 14.4%
ほぼ満足 187 29.2%
普通 305 47.6%
やや不満 45 7.0%
不満 12 1.9%
無回答 16 －

経年比較 H27 R3 増減

満足 15.0% → 14.4% -0.6%
ほぼ満足 27.8% ↗ 29.2% 1.4%
普通 44.6% ↗ 47.6% 3.0%
やや不満 10.9% ↘ 7.0% -3.9%
不満 1.7% → 1.9% 0.1%

満足

ほぼ満足
普通

やや不満 不満
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５ 子育て環境

「普通」が 6割以上を占めていた。「満足」「ほぼ満足」の合計は「不満」「やや不満」の合計を上回って
いたものの，経年比較では「満足」「ほぼ満足」が減少し「普通」が増加するなど，悪化傾向が見られた。

項目 回答数 割合

満足 40 6.4%
ほぼ満足 117 18.8%
普通 405 65.1%
やや不満 46 7.4%
不満 14 2.3%
無回答 35 －

経年比較 H27 R3 増減

満足 9.7% ↘ 6.4% -3.2%
ほぼ満足 21.7% ↘ 18.8% -2.9%
普通 58.3% ↗ 65.1% 6.8%
やや不満 8.0% → 7.4% -0.6%
不満 2.2% → 2.3% 0.0%

満足

ほぼ満足

普通

やや不満 不満
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６ まちなみ・景観

「普通」が 6割以上を占めていた。また，経年での変化もほとんど見られなかった。

項目 回答数 割合

満足 50 7.9%
ほぼ満足 123 19.4%
普通 386 61.0%
やや不満 57 9.0%
不満 17 2.7%
無回答 24 －

経年比較 H27 R3 増減

満足 8.7% → 7.9% -0.8%
ほぼ満足 19.5% → 19.4% -0.0%
普通 60.2% → 61.0% 0.8%
やや不満 9.5% → 9.0% -0.5%
不満 2.2% → 2.7% 0.5%

満足

ほぼ満足

普通

やや不満 不満
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７ バリアフリー環境

R3で新規項目に追加した。「普通」が 6割を占め，次いで「やや不満」が約２割であった。「満足」「ほ
ぼ満足」の合計がこれに満たないことから，総じて不満優位の結果となった。

項目 回答数 割合

満足 26 4.1%
ほぼ満足 44 7.0%
普通 379 60.4%
やや不満 141 22.5%
不満 37 5.9%
無回答 30 －

満足 ほぼ満足

普通

やや不満

不満
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８ 周囲の人間関係（近隣関係・自治会など）

「普通」が６割を占めていた。「満足」「ほぼ満足」の合計は「不満」「やや不満」の合計を上回っており，

経年比較では 3%足らずとわずかではあるが，改善傾向が見られた。

項目 回答数 割合

満足 51 7.9%
ほぼ満足 134 20.8%
普通 386 60.0%
やや不満 47 7.3%
不満 25 3.9%
無回答 14 －

経年比較 H27 R3 増減

満足 8.3% → 7.9% -0.4%
ほぼ満足 19.0% ↗ 20.8% 1.8%
普通 58.8% ↗ 60.0% 1.2%
やや不満 10.0% ↘ 7.3% -2.7%
不満 3.9% → 3.9% 0.0%

満足

ほぼ満足

普通

やや不満

不満
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９ 雪対策

「不満」「やや不満」の合計が約 6割を占め，不満傾向が強い結果となった。経年比較でも「不満」「やや
不満」の合計が約 1割増加していた。

項目 回答数 割合

満足 24 3.7%
ほぼ満足 64 9.9%
普通 180 27.9%
やや不満 226 35.0%
不満 151 23.4%
無回答 12 －

経年比較 H27 R3 増減

満足 4.7% ↘ 3.7% -1.0%
ほぼ満足 12.6% ↘ 9.9% -2.7%
普通 34.8% ↘ 27.9% -6.9%
やや不満 30.2% ↗ 35.0% 4.9%
不満 17.7% ↗ 23.4% 5.7%

満足

ほぼ満足

普通

やや不満

不満
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１０ 騒音

「普通」が過半数となっており，「満足」「不満」と「ほぼ満足」「やや不満」もそれぞれ均衡していた。

経年比較では，「満足」「ほぼ満足」が計約 13%減少し，「普通」「やや不満」が増加したことから，悪化傾
向が見られた。

項目 回答数 割合

満足 46 7.2%
ほぼ満足 111 17.4%
普通 353 55.3%
やや不満 95 14.9%
不満 33 5.2%
無回答 19 －

経年比較 H27 R3 増減

満足 12.3% ↘ 7.2% -5.1%
ほぼ満足 25.2% ↘ 17.4% -7.8%
普通 44.8% ↗ 55.3% 10.6%
やや不満 12.6% ↗ 14.9% 2.3%
不満 5.2% → 5.2% 0.0%

満足

ほぼ満足

普通

やや不満

不満
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１１ 道路の安全性

「普通」が約半数となっている。H27でも普通が過半であったものの，「満足」「ほぼ満足」の合計が「不
満」「やや不満」の合計を上回っていたのが，R3では逆転しており，不満傾向が強くなっていた。

項目 回答数 割合

満足 34 5.4%
ほぼ満足 98 15.4%
普通 328 51.7%
やや不満 128 20.2%
不満 47 7.4%
無回答 22 －

経年比較 H27 R3 増減

満足 8.9% ↘ 5.4% -3.5%
ほぼ満足 18.7% ↘ 15.4% -3.2%
普通 51.1% → 51.7% 0.6%
やや不満 17.4% ↗ 20.2% 2.8%
不満 4.0% ↗ 7.4% 3.4%

満足

ほぼ満足

普通

やや不満

不満
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１２ 交通の便利さ（通勤・通学・通院など）

「普通」が約 4割であり，「満足」「ほぼ満足」の合計が「不満」「やや不満」の合計を上回っていたこと
から，満足側が優位であった。一方で経年比較では，「満足」「普通」が減少し，「不満」「やや不満」が計

約 1割増加しているため，悪化傾向が見られた。

項目 回答数 割合

満足 53 8.3%
ほぼ満足 168 26.3%
普通 261 40.8%
やや不満 111 17.4%
不満 46 7.2%
無回答 18 －

経年比較 H27 R3 増減

満足 10.5% ↘ 8.3% -2.2%
ほぼ満足 24.7% ↗ 26.3% 1.6%
普通 50.0% ↘ 40.8% -9.2%
やや不満 10.2% ↗ 17.4% 7.2%
不満 4.6% ↗ 7.2% 2.6%

満足

ほぼ満足

普通

やや不満

不満
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１３ 買い物の便利さ

「普通」が４割となっている。「満足」「ほぼ満足」の合計は「不満」「やや不満」を上回っているが，悪

化傾向が見られた。

項目 回答数 割合

満足 69 10.8%
ほぼ満足 174 27.2%
普通 256 40.0%
やや不満 93 14.5%
不満 48 7.5%
無回答 17 －

経年比較 H27 R3 増減

満足 13.8% ↘ 10.8% -3.1%
ほぼ満足 26.2% → 27.2% 0.9%
普通 38.7% ↗ 40.0% 1.3%
やや不満 15.0% → 14.5% -0.4%
不満 6.3% ↗ 7.5% 1.2%

満足

ほぼ満足

普通

やや不満

不満
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Q７ 住環境に求めるもの

○あなたが住環境に求めるものの中で優先度の高いものはどれですか。３つまで○をつけてください。

１．病院・福祉サービスの便利さ ２．治安や防犯性

３．地震・火災・水害等に対する安全性 ４．自然・公園や緑

５．子育て環境 ６．まちなみ・景観

７．バリアフリー環境 ８．周囲の人間関係（近隣関係・自治会など）

９．雪対策 １０．騒音

１１．道路の安全性 １２．交通の便利さ（通勤・通学・通院など）

１３．買い物の便利さ １４．その他

項目 回答数 割合

１ 病院・福祉サービス 232 36.1%
２ 治安・防犯 216 33.6%
３ 災害に対する安全性 140 21.8%
４ 自然・公園等 66 10.3%
５ 子育て環境 59 9.2%
６ まちなみ・景観 34 5.3%
７ バリアフリー 19 3.0%
８ 人間関係 122 19.0%
９ 雪対策 353 54.9%
１０ 騒音 64 10.0%
１１ 道路の安全性 79 12.3%
１２ 交通の便利さ 238 37.0%
１３ 買い物の便利さ 255 39.7%
１４ その他 3 0.5%
無回答 14 －
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回答者のうち半数以上の方が「雪対策」を選んでいた。次いで「買い物の便利さ」「交通の便利さ」「病

院・福祉サービスの便利さ」「治安や防犯性」が多く，３割を超えていた。経年比較では，「雪対策」「地

震・火災・水害等に対する安全性」「道路の安全性」が比較的大きく増加していた。一方，目立った減少

としては「病院・福祉サービスの便利さ」であった。

経年比較 H27 R3 増減

１ 病院・福祉サービス 45.3% ↘ 36.1% -9.2%
２ 治安・防犯 30.1% ↗ 33.6% 3.5%
３ 災害に対する安全性 12.4% ↗ 21.8% 9.3%
４ 自然・公園等 15.2% ↘ 10.3% -4.9%
５ 子育て環境 13.6% ↘ 9.2% -4.4%
６ まちなみ・景観 5.8% → 5.3% -0.5%
７ バリアフリー 6.9% ↘ 3.0% -4.0%
８ 人間関係 23.7% ↘ 19.0% -4.8%
９ 雪対策 41.7% ↗ 54.9% 13.2%
１０ 騒音 14.2% ↘ 10.0% -4.2%
１１ 道路の安全性 3.8% ↗ 12.3% 8.5%
１２ 交通の便利さ 35.5% ↗ 37.0% 1.6%
１３ 買い物の便利さ 44.3% ↘ 39.7% -4.6%
１４ その他 0.3% → 0.5% 0.2%
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Q８ 今の家に住み続けたいか

○あなたは，今のお住まいに住み続けたいと思いますか。どちらかに○をつけてください。

１．思う ２．思わない

H27に比べ約 5%減少しているものの，約４分の３の方が今の家に住み続けたいと回答している。

項目 回答数 割合

１ 思う 475 74.1%
２ 思わない 166 25.9%
無回答 16 －

経年比較 H27 R3 増減

１ 思う 79.6% ↘ 74.1% -5.5%
２ 思わない 20.4% ↗ 25.9% 5.5%

思う

思わない
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Q９ 住み続けたくない理由

○Q８で「２．思わない」と答えた方におたずねします。
住み続けたいと思わない理由はどれですか。３つまで○をつけてください。

１．住居の広さや部屋数に不満がある ２．耐震性など，災害に対しての不安がある

３．省エネ性が低く，光熱費が高い ４．住宅が老朽化している

５．家賃（またはローン）が高い ６．ペットと住みたい

７．身体介助や家事などの生活支援が必要 ８．除雪等がつらい

９．共同住宅のため，周囲が気になる １０．交通の便が悪い

１１．近隣とのトラブルがある １２．買い物や通院に不便である

１３．親や子・親戚・知人等が近所にいない １４．親や子と離れたい

１５．その他

回答対象者：166

※回答対象者の数から無回答の数を除いた数に対する割合

項目 回答数 割合※

１ 広さ・間取り 49 30.2%
２ 耐震性や災害不安 17 10.5%
３ 省エネルギー性 52 32.1%
４ 住宅の老朽化 80 49.4%
５ 家賃・ローン 11 6.8%
６ ペットと住みたい 4 2.5%
７ 介助・生活支援 4 2.5%
８ 除雪等 80 49.4%
９ 周囲が気になる 13 8.0%
10 交通の便 26 16.0%
11 近隣トラブル 11 6.8%
12 買い物・通院 28 17.3%
13 親等が近所に居ない 17 10.5%
14 親や子と離れたい 5 3.1%
15 その他 25 15.4%
無回答 4 －
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「住宅が老朽化している」「除雪等がつらい」が多く，対象者の約半数が選択していた。また，次いで「省

エネ性が低く，光熱費が高い」「住居の広さや部屋数に不満がある」が多く，３割を超える結果となった。

経年比較においては，H27で回答数の少なかった５項目（計 14.6%分）を削除し，新たに「親や子と
離れたい」を加え，設問を見直したところ，「交通の便」「介助・生活支援」「周囲が気になる」が大きく

数値を落とし，「省エネルギー性」「住宅の老朽化」が大きく数値を伸ばす結果となった。

経年比較 H27 R3 増減

１ 広さ・間取り 28.5% ↗ 30.2% 1.8%
２ 耐震性や災害不安 5.8% ↗ 10.5% 4.7%
３ 省エネルギー性 11.7% ↗ 32.1% 20.4%
４ 住宅の老朽化 29.9% ↗ 49.4% 19.5%
５ 家賃・ローン 10.2% ↘ 6.8% -3.4%
６ ペットと住みたい 8.0% ↘ 2.5% -5.6%
７ 介助・生活支援 10.2% ↘ 2.5% -7.7%
８ 除雪等 40.1% ↗ 49.4% 9.2%
９ 周囲が気になる 15.3% ↘ 8.0% -7.3%
10 交通の便 27.0% ↘ 16.0% -11.0%
11 近隣トラブル 8.8% ↘ 6.8% -2.0%
12 買い物・通院 18.2% ↘ 17.3% -1.0%
13 親等が近所に居ない 9.5% ↗ 10.5% 1.0%
14 親や子と離れたい － － 3.1% －

15 その他 11.7% ↗ 15.4% 3.8%
－ 防犯性が心配 5.8% － － －

－ 進学・転勤がある 4.4% － － －

－ 保育所等が遠い 0.7% － － －

－ 子育て世帯がいない 1.5% － － －

－ 近所の居住者が減った 2.2% － － －
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§２A 住宅の修繕に関する設問（Q１０～Q１１）

Q１０・Q１１は Q１で「１ 持ち家（一戸建て）」と回答した方に対する設問となっている。

Q１０ 住宅の修繕

○住宅を修繕していますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。

１．計画的・予防的に修繕している

２．壊れたときに修繕している

３．まだしていない

回答対象者：438

※回答対象者の数から無回答の数を除いた数に対する割合

「壊れたときに修繕している」が最も多く，半数近くを占める結果となった。

項目 回答数 割合※

１ 計画的・予防的に 147 34.4%
２ 壊れたときに 201 47.1%
３ まだしていない 79 18.5%
無回答 11 －計画的に

壊れたときに

していない
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Q１１ 住宅の今後について

○今の住宅が古くなり，住み続けることが困難になったとき，どうしますか。あなたの考えに最も近いも

のに○をつけてください。

１．リフォームを行い，今の場所に住み続ける

２．今の住宅を処分し，別の住宅に住み替える

３．分からない

４．その他

回答対象者：438

※回答対象者の数から無回答の数を除いた数に対する割合

「分からない」が約４割を占めていた。次いで「住み続ける」が多く３割強となっていた。

項目 回答数 割合※

１ 住み続ける 149 34.8%
２ 住み替える 94 22.0%
３ 分からない 181 42.3%
４ その他 4 0.9%
無回答 10 －

住み続ける

住み替える

分からない

その他
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§２B マンション管理に関する設問（Q１２～Q１４）

Q１２～Q１４は Q１で「２ 持ち家（分譲マンション）」と回答した方に対する設問となっている。

Q１２ 管理組合の総会の開催

○管理組合の総会は毎年１回以上開催されていますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。

１．開催されている ２．開催されていない ３．わからない

回答対象者：24

※回答対象者の数から無回答の数を除いた数に対する割合

ほとんどのマンションで総会が年１回以上開催されている結果となった。次いで，回答数は２と少ない

ものの，「わからない」という回答が約１割あった。

項目 回答数 割合※

１ 開催されている 19 86.4%
２ 開催されていない 1 4.5%
３ わからない 2 9.1%
無回答 2 －

されている

されていない
わからない
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Q１３ 管理組合の活動

○管理組合の活動に積極的に参加していますか。

１．積極的に参加している ２．参加はしているが積極的ではない

３．参加していない

回答対象者：24

※回答対象者の数から無回答の数を除いた数に対する割合

「参加はしているが積極的ではない」が最も多く，次いで「参加していない」「積極的に参加している」

となっている。総じて，全体の約 7割が活動に参加しており，約 3割が参加していない結果となった。

項目 回答数 割合※

１ 積極的に参加 5 22.7%
２ 積極的ではない 10 45.5%
３ 参加していない 7 31.8%
無回答 2 －

積極的に参加

積極的ではない

参加していない
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Q１４ マンションに関する課題

○お住まいのマンションの管理における課題のうち，最も深刻だと思うものは何ですか。あなたの考え

に近いものを１つ選んで○をつけてください。

１．管理組合役員の担い手不足 ２．管理費・修繕積立金など金銭面

３．空き住戸の増加 ４．管理に必要な知識・情報の不足

５．特にない ６．わからない

７．その他

回答対象者：24

※回答対象者の数から無回答の数を除いた数に対する割合

「特にない」が最も多く，全体の約 4割を占めている。次いで，「管理費・修繕積立金など金銭面」「管理
組合役員の担い手不足」「管理に必要な知識・情報の不足」という結果であった。

項目 回答数 割合※

１ 担い手不足 5 22.7%
２ 金銭面 6 27.3%
３ 空き住戸の増加 0 0%
４ 知識・情報の不足 2 9.1%
５ 特にない 9 40.9%
６ わからない 0 0%
７ その他 0 0%
無回答 2 －

担い手不足

金銭面

知識不足

特にない
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§２C 持ち家への住み替えに関する設問（Q１５～Q１７）

Q１５～Q１７は Q１で「１ 持ち家（一戸建て）」「２ 持ち家（分譲マンション）」以外の回答をした方

に対する設問となっている。

Q１５ 持ち家への住み替え希望

○将来的に持ち家に住み替えたいですか。どちらかに○をつけてください。

１．持ち家に住み替えたい ２．持ち家に住み替えるつもりはない

回答対象者：189

※回答対象者の数から無回答の数を除いた数に対する割合

「住み替えたい」が 43.0%，「住み替えるつもりはない」が 57.0%と，「住み替えるつもりはない」が上回
る結果となった。

項目 回答数 割合※

１ 住み替えたい 74 43.0%
２ 住み替えるつもりは

ない
98 57.0%

無回答 17 －

住み替えたい

住み替えない
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Q１６ 中古住宅の取得について

○Q１５で「１．持ち家に住み替えたい」と答えた方におたずねします。
取得する住宅は中古住宅でも良いですか。どちらかに○をつけてください。

１．はい（中古でも良い）

２．いいえ（新築住宅が良い）

回答対象者：74

※回答対象者の数から無回答の数を除いた数に対する割合

※H27では全員回答する設問であったが，R3と同等の条件で再集計している。

「中古でも良い」が３分の２を超え，「新築が良い」を上回る結果となった。経年比較においても，「中古

でも良い」が 12%程度増加する結果となった。

項目 回答数 割合※

１ はい（中古でも良い） 50 67.6%
２ いいえ（新築が良い） 24 32.4%
無回答 0 －

経年比較 H27 R3 増減

１ はい（中古でも良い） 55.4% ↗ 67.6% 12.2%
２ いいえ（新築が良い） 44.6% ↘ 32.4% -12.2%

中古でも

良い

新築が良い
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Q１７ 新築が良い理由

○Q１６で「２．いいえ（新築住宅が良い）」と答えた方におたずねします。中古住宅を希望しない理由
は何ですか。あなたの考えに最も近いもの１つに○をつけてください。

１．すぐにリフォームや修繕が必要となりそうだから

２．耐久性や耐震性に不安があるから

３．間取りや外観など，希望の住宅が見つかりにくいから

４．断熱性能や省エネルギー性能が低そうだから

５．他人が住んだ住宅だから

６．資産価値が低そうだから

７．その他

回答対象者：24

※回答対象者の数から無回答の数を除いた数に対する割合

項目 回答数 割合

１ 修繕が必要 5 20.8%
２ 耐久性等 3 12.5%
３ 間取りや外観 9 37.5%
４ 断熱性等 0 0%
５ 他人が住んだ 6 25.0%
６ 資産価値 0 0%
７ その他 1 4.2%
無回答 0 －

修繕

耐久性等

間取り・外観

他人が住んだ

その他
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※H27では前問で「新築が良い」を選んだ全員が回答する設問であったが，R3と同等の条件で再集計し
ている。

「間取りや外観など，希望の住宅が見つかりにくいから」が 37.5%と最も多く，「他人が住んだ住宅だか
ら」「すぐにリフォームや修繕が必要となりそうだから」が続く結果となった。経年比較では，「他人が住

んだ住宅だから」が大きく増加し，「耐久性や耐震性に不安があるから」が大きく減少する結果となった。

経年比較 H27 R3 増減

１ 修繕が必要 28.6% ↘ 20.8% -7.7%
２ 耐久性等 25.0% ↘ 12.5% -12.5%
３ 間取りや外観 32.1% ↗ 37.5% 5.4%
４ 断熱性等 7.1% ↘ 0% -7.1%
５ 他人が住んだ 3.6% ↗ 25.0% 21.4%
６ 資産価値 0% → 0% 0%
７ その他 3.6% → 4.2% 0.6%
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§３ 空き家に関する設問（Q１８～Q２０）

Q１８ 法律・条例の認知度

○空き家を適切に管理する義務を定めた「空家等対策の推進に関する特別措置法」や「旭川市空家等及び

空地の適切な管理に関する条例」がありますが，知っていますか。あてはまるもの１つに○をつけてく

ださい。

１．法律と条例が両方あることを知っている

２．法律があることは知っているが，条例があることは知らない

３．条例があることは知っているが，法律があることは知らない

４．両方とも知らない

法律・条例ともに知らないという回答が６割を超えていた。また，法律は全体の 31.5%の方が，条例は
全体の 26.1%の方がそれぞれ知っているという結果となった。なお，両方知っているという回答は H27
より増加したものの，依然として全体の 2割を切る結果となった。

項目 回答数 割合

１ 両方知っている 118 18.8%
２ 法律のみ知っている 80 12.7%
３ 条例のみ知っている 46 7.3%
４ 両方知らない 385 61.2%
無回答 28 －

１・２合計（法の認知度） 198 31.5%
１・３合計（条例の認知度） 164 26.1%

経年比較 H27 R3 増減

１ 両方知っている 15.0% ↗ 18.8% 3.7%
２ 法律のみ知っている 13.7% ↘ 12.7% -1.0%
３ 条例のみ知っている 9.6% ↘ 7.3% -2.3%
４ 両方知らない 61.7% → 61.2% -0.5%

両方知っている

法律のみ

条例のみ

両方知らない
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Q１９ 支援制度の認知度

○空き家対策として，次の窓口や制度がありますが，知っていますか。知っているもの全てに○をつけて

ください。

１．空き家全般に関する相談窓口 ２．法律相談窓口

３．空き家バンク ４．特定空家などの除却に関する補助制度

５．どれも知らない

どの制度も知らないという回答が全体の約 4分の 3を占める結果となった。また，全般の相談窓口は
認知度が 14.0%であったが，残りの 3制度は認知度が 10%を切る結果となった。

項目 回答数 割合

１ 全般相談窓口 87 14.0%
２ 法律相談窓口 58 9.3%
３ 空き家バンク 49 7.9%
４ 補助制度 43 6.9%
５ どれも知らない 464 74.7%
無回答 36 －

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

1

2

3

4

5
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Q２０ 空き家に関する施策

○「放置空き家」や「放置空き地」の増加を防ぐために，有効な支援策はどれだと思いますか。

あなたの考えに最も近いもの１つに○をつけてください。

１．建物の相続権など，法律相談窓口の設置

２．市や建築，不動産関係団体が連携して空き家などの所有者に売買・賃貸を仲介する「空き家バ

ンク」制度の推進

３．空き家などの所有者が民生委員や町内会に連絡先を伝えるなど，地域コミュニケーションの

再構築

４．建物やその敷地に関する適正な管理に向けたセミナーの開催や情報提供

５．その他

「空き家バンク」が最も多く，過半数を占めていた。次いで，「法律相談窓口の設置」「地域コミュニケー

ションの再構築」となっていた。

項目 回答数 割合

１ 相談窓口 125 20.9%
２ 空き家バンク 331 55.4%
３ 地域コミュニケーション 104 17.4%
４ セミナー等 22 3.7%
５ その他 16 2.7%
無回答 59 －

相談窓口

空き家ﾊﾞﾝｸ

地域ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

ｾﾐﾅｰ等
その他
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§４ 市営住宅に関する設問（Q２１～Q２２）

Q２１ 市営住宅を提供すべき人

○あなたは，今後の旭川市の市営住宅はどのような人のために必要だと考えますか。あなたの考えに近

いものに３つまで○をつけてください。

１．低所得者 ２．市外からの転入者 ３．高齢者

４．障がい者 ５．ひとり親家庭 ６．子育て家庭

７．新婚家庭 ８．その他

※H27は単答方式で実施している。

「低所得者」が最も多く，回答者の８割以上が選択していた。次いで「高齢者」「ひとり親家庭」「障がい

者」の順に割合が高くなっていた。経年比較について，H27は単答方式，R3は複数回答方式で実施して
いるため，直接比較はできないものの概ね同様の傾向を示していた。

項目 回答数 割合

１ 低所得者 502 82.2%
２ 市外からの転入者 91 14.9%
３ 高齢者 361 59.1%
４ 障がい者 216 35.4%
５ ひとり親家庭 357 58.4%
６ 子育て家庭 116 19.0%
７ 新婚家庭 23 3.8%
８ その他 16 2.6%
無回答 46 －

経年比較 H27 R3 増減

１ 低所得者 62.3% － 82.2% －

２ 市外からの転入者 2.5% － 14.9% －

３ 高齢者 16.0% － 59.1% －

４ 障がい者 4.0% － 35.4% －

５ ひとり親家庭 6.7% － 58.4% －

６ 子育て家庭 6.1% － 19.0% －

７ 新婚家庭 0.6% － 3.8% －

８ その他 1.6% － 2.6% －

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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Q２２ 今後の市営住宅について

○旭川市の市営住宅は，老朽化が進んでおり，建替え等を検討する必要があります。今後の市営住宅の建

設についてどのようにすべきだと思いますか。あなたの考えに最も近いものに１つ○をつけてくださ

い。

１．不足しているので，新たに建設し増やすべき

２．老朽化した市営住宅のみ建て替えて行くべき

３．老朽化した市営住宅を統合や廃止して徐々に減らすべき

４．新たに建設しないで，民間の賃貸住宅を借り上げるべき

５．民間の賃貸住宅が十分にあるので，市営住宅は必要ない

６．その他

「老朽化した市営住宅のみ建て替えて行くべき」が最も多く，全体の約半数となっている。次いで「新た

に建設しないで，民間の賃貸住宅を借り上げるべき」が２割を占めていた。経年比較では「老朽化した市

営住宅を統合や廃止して徐々に減らすべき」が減り，「老朽化した市営住宅のみ建て替えて行くべき」「新

たに建設しないで，民間の賃貸住宅を借り上げるべき」が増加していた。

項目 回答数 割合

１ 新たに建設し増やす 65 10.6%
２ 老朽化住宅のみ建替 304 49.8%
３ 統廃合して減らす 92 15.1%
４ 民間借り上げ 122 20.0%
５ 市営住宅は必要ない 16 2.6%
６ その他 12 2.0%
無回答 46 －

経年比較 H27 R3 増減

１ 新たに建設し増やす 9.6% ↗ 10.6% 1.0%
２ 老朽化住宅のみ建替 42.9% ↗ 49.8% 6.9%
３ 統廃合して減らす 24.7% ↘ 15.1% -9.7%
４ 民間借り上げ 15.9% ↗ 20.0% 4.1%
５ 市営住宅は必要ない 3.1% → 2.6% -0.5%
６ その他 3.7% ↘ 2.0% -1.8%

新たに建設

建替のみ
統廃合

民間借上

必要ない
その他
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§５ 災害対策に関する設問（Q２３～Q２５）

Q２３ 災害に対する不安

○災害について，あなたが最も心配していることは何ですか。１つ選んで○をつけてください。

１．地震による破損・倒壊など ２．地震による土砂崩れなど

３．強風による破損・倒壊など ４．大雨による浸水・冠水など

５．大雨による土砂崩れなど ６．その他

７．特にない

「大雨による浸水・冠水など」が最も多く，僅差で「地震による破損・倒壊など」が続いていた。３番手

は「強風による破損・倒壊など」であり，この 3肢で全体の約 9割を占める結果となった。

項目 回答数 割合

１ 地震(倒壊等) 220 35.2%
２ 地震(土砂崩れ) 9 1.4%
３ 強風 103 16.5%
４ 大雨(冠水等) 222 35.5%
５ 大雨(土砂崩れ) 19 3.0%
６ その他 14 2.2%
７ 特にない 38 6.1%
無回答 32 －

地震(倒壊等)

地震(土砂崩れ)

強風

大雨(冠水等)

大雨(土砂崩れ) その他 特にない
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Q２４ 個々の災害対策

○災害に備え，対策していることはありますか。あてはまるもの全てに○を付けてください。

１．飲料水の備蓄 ２．食糧の備蓄

３．その他の用品の備蓄（簡易トイレ・ラジオなど） ４．ハザードマップの確認

５．避難所の確認 ６．家庭用発電機の設置

７．その他 ８．何もしていない

避難所を確認している方が全体の約４割ほど，ハザードマップを確認しているのは全体の約３割ほど

であった。また，「飲料水」「食糧」「その他の用品」を備蓄しているという回答はともに約３分の１とい

う結果であった。また，約４分の１ほど「何もしていない」との回答があった。

項目 回答数 割合

１ 飲料水の備蓄 223 35.0%
２ 食糧の備蓄 217 34.1%
３ その他の用品の備蓄 212 33.3%
４ ハザードマップの確認 210 33.0%
５ 避難所の確認 275 43.2%
６ 家庭用発電機の設置 38 6.0%
７ その他 12 1.9%
８ 何もしていない 149 23.4%
無回答 20 －
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Q２５ 災害対策に関する施策

○次のうち災害対策としてあなたが最も重要だと思うものは何ですか。あなたの考えに最も近いものに

１つ○をつけてください。

１．地域の連携体制の構築 ２．災害対策についての知識の向上

３．避難先や避難方法の周知 ４．災害対策訓練の実施

５．防災に関する人材の育成 ６．わからない

７．その他

「避難先や避難方法の周知」が最も多く，次いで「地域の連携体制の構築」「災害対策についての知識の

向上」となった。

項目 回答数 割合

１ 地域の連携体制 144 23.0%
２ 災害対策の知識の向上 120 19.2%
３ 避難先・避難方法周知 235 37.6%
４ 災害対策訓練の実施 32 5.1%
５ 人材の育成 34 5.4%
６ わからない 49 7.8%
７ その他 11 1.8%
無回答 32 －

地域の連携体制

知識の向上
避難先周知

訓練の実施

人材育成
わからない その他
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§６ その他の設問（Q２６～Q３２）

Q２６ 住宅確保要配慮者に関する施策

○高齢者や障がい者，低所得者の方などが，住まいを確保するために重要だと思うものは何ですか。あな

たの考えに最も近いものに１つ○をつけてください。

１．専門の相談窓口の設置 ２．貸主や管理会社の理解

３．相談会やセミナーの実施 ４．保証人や緊急連絡先の確保

５．生活支援体制の整備 ６．わからない

７．その他

「生活支援体制の整備」が最も多く半数近くを占めており，次いで「専門の相談窓口の設置」が約３割と

なった。

項目 回答数 割合

１ 相談窓口 188 30.5%
２ 貸主等の理解 54 8.8%
３ セミナー等 6 1.0%
４ 保証人等の確保 61 9.9%
５ 生活支援体制の整備 279 45.2%
６ わからない 25 4.1%
７ その他 4 0.6%
無回答 40 －

相談窓口

貸主等の理解

セミナー等

保証人等

生活支援体制

わからない その他
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Q２７ セーフティーネット住宅の認知度

○高齢者や障がい者，低所得者の方などの入居を拒まない住宅（セーフティーネット住宅）があることを

知っていますか。最も近いものに１つ○をつけてください。

１．知っている ２．聞いたことはあるが内容は知らない ３．知らない

約７割の方が「知らない」という結果となった。また，「内容まで知っている」と答えた方は全体の 5%
以下であった。

Q２８ 民生委員・児童委員の認知度

○お住まいの地域の民生委員・児童委員がどなたかご存じですか。どちらかに○をつけてください。

１．知っている ２．知らない

「知らない」が約３分の２を占める結果となった。

項目 回答数 割合

１ 知っている 29 4.6%
２ 聞いたことはある 154 24.6%
３ 知らない 444 70.8%
無回答 30 －

項目 回答数 割合

１ 知っている 215 34.2%
２ 知らない 414 65.8%
無回答 28 －

知っている

聞いたこと

はある

知らない

知っている

知らない
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Q２９ 町内会等への参加

○町内会や自治会，市民委員会などが実施する活動に参加したことはありますか。どちらかに○をつけ

てください。

１．ある ２．ない

「参加したことがある」が 52.4%と，「参加したことがない」を上回る結果となった。

項目 回答数 割合

１ ある 331 52.4%
２ ない 301 47.6%
無回答 25 －

あるない
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Q３０ 参加した活動

○Q２９で「１．ある」と答えた方におたずねします。どんな活動に参加しましたか。あてはまるものす
べてに○をつけてください。

１．除雪活動 ２．ゴミ拾いや廃品回収 ３．親睦事業（花見やお祭りなど）

４．防犯活動 ５．高齢者などの見守り ６．講話やセミナーなど

７．交流サロン ８．検診事業 ９．その他

回答対象者：331

※回答対象者の数から無回答の数を除いた数に対する割合

「ゴミ拾いや廃品回収」「親睦事業（花見やお祭りなど）」が圧倒的に多く，順に 80.8%，65.2%となって
いた。それ以外の選択肢は全て 15%を下回っていたが，その中では「除雪活動」「防犯活動」が多い結果
となった。

項目 回答数 割合※

１ 除雪活動 46 14.0%
２ ゴミ拾い等 265 80.8%
３ 親睦事業 214 65.2%
４ 防犯活動 41 12.5%
５ 高齢者等見守り 26 7.9%
６ セミナー等 37 11.3%
７ 交流サロン 22 6.7%
８ 検診事業 39 11.9%
９ その他 17 5.2%
無回答 3 －
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Q３１ 今後の住宅施策

○今後，旭川市は「住まい」や「住環境」に関して，どのような取組に力を入れるべきだと思いますか。

あなたが特に重要だと思うものに３つまで○をつけてください。

１．住宅や住環境のバリアフリー化の促進

２．環境に配慮した住宅の普及促進（省エネルギー，低炭素など）

３．災害に対する住宅の安全性の確保

４．増加する空き家への対策

５．住宅の長寿命化の推進

６．コロナ禍における「新たな生活様式」に対応した住宅の普及促進

７．住宅における雪対策の推進（敷地内の雪対策，屋根からの落雪防止など）

８．住宅に関する相談窓口の設置や情報提供

９．高齢者，障がい者，低所得者など，住宅の確保に配慮が必要な方が，民間の賃貸住宅に

入居するための支援

１０．子育てや高齢者世帯に配慮した住環境の整備

１１．まちなみや美しい景観づくりの推進

１２．地域における防犯対策の充実

１３．その他

項目 回答数 割合

１ バリアフリー 85 14.0%
２ 環境対策 92 15.2%
３ 災害対策 143 23.6%
４ 空き家対策 235 38.8%
５ 長寿命化 45 7.4%
６ 新たな生活様式 24 4.0%
７ 雪対策 333 55.0%
８ 相談窓口・情報提供 72 11.9%
９ 住宅確保要配慮者 263 43.4%
10 子育て・高齢者 202 33.3%
11 まちなみ・景観 60 9.9%
12 地域防犯 104 17.2%
13 その他 22 3.6%
無回答 51 －
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※１ H27では「高齢者・障がい者」と「低所得者」で選択肢が分かれているが，統合して再集計した数
値としている。

※２ H27では「子育て世帯」と「高齢者世帯」で選択肢が分かれているが，統合して再集計した数値
としている。

半数以上が R3で新規選択肢とした「住宅における雪対策の推進」を選択しており，次いで「高齢者，
障がい者，低所得者など，住宅の確保に配慮が必要な方が，民間の賃貸住宅に入居するための支援」，「増

加する空き家への対策」，「子育てや高齢者世帯に配慮した住環境の整備」が多かった。「コロナ禍におけ

る『新たな生活様式』に対応した住宅の普及促進」も新規選択肢としていたが，こちらは 4.0%に留まっ
た。経年比較では新規選択肢である「住宅における雪対策の推進」に回答が集中し，他選択肢の回答が全

体的に減少することが想定される中，「災害に対する住宅の安全性の確保」「増加する空き家への対策」が

大きく数値を伸ばした。

経年比較 H27 R3 増減

１ バリアフリー 18.6% ↘ 14.0% -4.6%
２ 環境対策 9.7% ↗ 15.2% 5.5%
３ 災害対策 9.0% ↗ 23.6% 14.6%
４ 空き家対策 23.7% ↗ 38.8% 15.1%
５ 長寿命化 15.4% ↘ 7.4% -8.0%
６ 新たな生活様式 － － 4.0% －

７ 雪対策 － － 55.0% －

８ 相談窓口・情報提供 7.7% ↗ 11.9% 4.2%
９ 住宅確保要配慮者※１ 46.4% ↘ 43.4% -3.0%
10 子育て・高齢者※２ 66.5% ↘ 33.3% -33.1%
11 まちなみ・景観 21.0% ↘ 9.9% -11.1%
12 地域防犯 17.3% → 17.2% -0.1%
13 その他 1.5% ↗ 3.6% 2.2%
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Q３２ 自由記述

○あなたが住宅や周りの住環境について日ごろ感じていることがありましたら，御自由にお書きくだ

さい。

計 264件の回答がありました。具体的な個々の内容は報告書に掲載しませんが，主な内容は次のとお
りでした。

※自由記述の回答があった 264件に対する割合

雪対策や除雪に関連する記述が最も多く，全体の約半数となっていた。また，道路や歩道・街灯などの

整備に関する記述，雑草や害獣・害虫などに関する記述が比較的多かった。

内容 回答数 割合※

１ 雪対策・除雪など 125 47.3%
２ 道路・歩道など 42 15.9%
３ 雑草・害獣・害虫など 21 8.0%
４ 高齢者・障害者福祉 17 6.4%
５ 町内会・地域など 16 6.1%
６ 都市計画・街づくりなど 16 6.1%
７ 空き家・空き地など 14 5.3%
８ 騒音・悪臭・粉塵など 13 4.9%
９ 市営住宅 11 4.2%
10 公園など 11 4.2%
11 ごみ・不法投棄など 11 4.2%
12 災害対策 10 3.8%
13 防犯 10 3.8%
14 子育て 9 3.4%
15 公共交通 9 3.4%
16 その他 34 12.9%
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アンケート調査票

住まいと住環境に関する市民アンケート調査

調 査 御 協 力 の お 願 い

日ごろ，市民の皆様には市政に対する御理解と御協力をいただき，深く感謝申し上げます。

さて，このアンケート調査は，皆様の「住まい」や「住環境」に対する御意見などをお聞かせいた

だき，今後予定しております「旭川市住生活基本計画」やその関連事業の見直しに当たっての貴重

な資料として活用することを目的に実施するものです。

つきましては，誠に恐縮ではございますが，本調査の趣旨を御理解いただき，ぜひともアンケー

トに御協力をお願い申し上げます。

なお，調査に当たりましては，本市にお住まいの１８歳以上の方の中から，無作為に1,500名を

抽出し，御協力をお願いしております。

御記入いただいた内容は全て統計的に処理し，個々の内容を外部に公表することや本調査以外の

目的で使用することは決してございませんので，率直な御意見をお聞かせいただきますようお願い

いたします。

令和３年１１月

旭川市長 今 津 寛 介

【アンケートの御記入，御返送に際してのお願い】

○御回答は，宛名の御本人様が記入してください。

○御記入いただいた調査票は，同封の返信用封筒（切手不要）に入れて，１１月30日（火）までにポス

トに投函してください。

○アンケートの集計結果は，取りまとめ次第速やかに市ホームページにおいて公表予定です。

○この調査に関して，御不明な点などがございましたら，次の担当までお問い合わせください。

担当

旭川市建築部建築総務課

〒070-8525 旭川市６条通１０丁目第３庁舎４階

TEL 0166-25-9708

Eメール kenchikusomu@city.asahikawa.lg.jp
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§１「今，お住まいの住宅や地域」についておたずねします。

Q１ 今お住まいの住宅は次のうちどれにあたりますか。１つ選んで○をつけてください。

１．持ち家（１戸建て） ２．持ち家（分譲マンション）

３．借家（１戸建て） ４．借家（賃貸アパートなど）

５．公営住宅（市営住宅や道営住宅） ６．社宅・官舎・寮など

７．その他（ ）

Q２ 今お住まいの住宅に何年住んでいますか。１つ選んで○をつけてください。

１．１０年未満 ２．１０年以上～２０年未満

３．２０年以上～３０年未満 ４．３０年以上

Q３ 今お住まいの住宅に，次に該当する方は何人いますか。人数を記入してください。

いない場合は０を記入してください。

１．６５歳以上の高齢者（ 人）

２．１８歳未満の子ども（ 人）

３．障がいをお持ちの方（ 人 うち１８歳未満 人，６５歳以上 人）

Q４ 今お住まいの「住宅」について，どのように感じていますか。項目ごとに，どれか１つに○を

記入してください。

満足
ほぼ

満足
普通

やや

不満
不満

１．住宅の広さ・間取り

２．台風・大雨などに対する安全性

３．地震などに対する安全性

４．火災に対する備え

５．断熱性や気密性（防寒・防暑）

６．防音性

７．バリアフリー対応

８．省エネや脱炭素などの環境への配慮

９．日当たり・風通し

１０．築年数

１１．防犯性能

１２．台所・風呂・トイレなどの設備

１３．雪への備え

１４．インターネットなど通信環境
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Q５ あなたが住宅に求めるものの中で優先度の高いものはどれですか。３つまで○をつけてください。

１．住宅の広さ・間取り ２．台風・大雨などに対する安全性

３．地震などに対する安全性 ４．火災に対する備え

５．断熱性や気密性（防寒・防暑） ６．防音性

７．バリアフリー対応 ８．省エネや脱炭素などの環境への配慮

９．日当たり・風通し １０．築年数

１１．防犯性能 １２．台所・風呂・トイレなどの設備

１３．雪への備え １４．インターネットなど通信環境

１５．その他（ ）

Q６ 今お住まいの「地域」について，どのように感じていますか。項目ごとに，どれか１つに○を記入

してください。

Q７ あなたが住環境に求めるものの中で優先度の高いものはどれですか。

３つまで○をつけてください。

１．病院・福祉サービスの便利さ ２．治安や防犯性

３．地震・火災・水害等に対する安全性 ４．自然・公園や緑

５．子育て環境 ６．まちなみ・景観

７．バリアフリー環境 ８．周囲の人間関係（近隣関係・自治会など）

９．雪対策 １０．騒音

１１．道路の安全性 １２．交通の便利さ（通勤・通学・通院など）

１３．買い物の便利さ １４．その他（ ）

満足
ほぼ

満足
普通

やや

不満
不満

１．病院・福祉サービスの便利さ

２．治安や防犯性

３．地震・火災・水害等に対する安全性

４．自然・公園や緑

５．子育て環境

６．まちなみ・景観

７．バリアフリー環境

８．周囲の人間関係（近隣関係・自治会など）

９．雪対策

１０．騒音

１１．道路の安全性

１２．交通の便利さ（通勤・通学・通院など）

１３．買い物の便利さ
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Q８ あなたは，今のお住まいに住み続けたいと思いますか。どちらかに○をつけてください。

１．思う ２．思わない

Q９ Q８で「２．思わない」と答えた方におたずねします。

住み続けたいと思わない理由はどれですか。３つまで○をつけてください。

１．住居の広さや部屋数に不満がある ２．耐震性など，災害に対しての不安がある

３．省エネ性が低く，光熱費が高い ４．住宅が老朽化している

５．家賃（またはローン）が高い ６．ペットと住みたい

７．身体介助や家事などの生活支援が必要 ８．除雪等がつらい

９．共同住宅のため，周囲が気になる １０．交通の便が悪い

１１．近隣とのトラブルがある １２．買い物や通院に不便である

１３．親や子・親戚・知人等が近所にいない １４．親や子と離れたい

１５．その他（ ）

Q１０からQ１７までは，お住まいの住宅によって答える設問が変わります。

Q1で「１．持ち家（１戸建て）」を選んだ方 → Q１０，Q１１をお答えください。

Q1で「１．持ち家（分譲マンション）」を選んだ方 →Q１２～Q１４をお答えください。

それ以外の方 → Q１５～Q１７をお答えください。

§２A 持ち家（１戸建て）にお住まいの方におたずねします。

Q１０ 住宅を修繕していますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。

１．計画的・予防的に修繕している

２．壊れたときに修繕している

３．まだしていない

Q１１ 今の住宅が古くなり，住み続けることが困難になったとき，どうしますか。あなたの考えに

最も近いものに○をつけてください。

１．リフォームを行い，今の場所に住み続ける

２．今の住宅を処分し，別の住宅に住み替える

３．分からない

４．その他（ ）

Q１８にお進みください。
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§２B 持ち家（分譲マンション）にお住まいの方におたずねします。

Q１２ 管理組合の総会は毎年１回以上開催されていますか。あてはまるもの１つに○をつけてく

ださい。

１．開催されている ２．開催されていない ３．わからない

Q１３ 管理組合の活動に積極的に参加していますか。

１．積極的に参加している

２．参加はしているが積極的ではない

３．参加していない

Q１４ お住まいのマンションの管理における課題のうち，最も深刻だと思うものは何ですか。あな

たの考えに近いものを１つ選んで○をつけてください。

１．管理組合役員の担い手不足

２．管理費・修繕積立金など金銭面

３．空き住戸の増加

４．管理に必要な知識・情報の不足

５．特にない

６．わからない

７．その他（ ）

Q１８にお進みください。

§２C 戸建持家・分譲マンション以外にお住まいの方におたずねします。

Q１５ 将来的に持ち家に住み替えたいですか。どちらかに○をつけてください。

１．持ち家に住み替えたい

２．持ち家に住み替えるつもりはない

Q１６ Q１５で「１．持ち家に住み替えたい」と答えた方におたずねします。

取得する住宅は中古住宅でも良いですか。どちらかに○をつけてください。

１．はい

２．いいえ（新築住宅が良い）
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Q１７ Q１６で「２．いいえ（新築住宅が良い）」と答えた方におたずねします。中古住宅を希望

しない理由は何ですか。あなたの考えに最も近いもの１つに○をつけてください。

１．すぐにリフォームや修繕が必要となりそうだから

２．耐久性や耐震性に不安があるから

３．間取りや外観など，希望の住宅が見つかりにくいから

４．断熱性能や省エネルギー性能が低そうだから

５．他人が住んだ住宅だから

６．資産価値が低そうだから

７．その他（ ）

§３「空き家」についておたずねします。

Q１８ 空き家を適切に管理する義務を定めた「空家等対策の推進に関する特別措置法」や「旭川市空家

等及び空地の適切な管理に関する条例」がありますが，知っていますか。あてはまるもの１つに

○をつけてください。

１．法律と条例が両方あることを知っている

２．法律があることは知っているが，条例があることは知らない

３．条例があることは知っているが，法律があることは知らない

４．両方とも知らない

Q１９ 空き家対策として，次の窓口や制度がありますが，知っていますか。知っているもの全てに○を

つけてください。

１．空き家全般に関する相談窓口

２．法律相談窓口

３．空き家バンク

４．特定空家などの除却に関する補助制度

５．どれも知らない

Q２０ 「放置空き家」や「放置空き地」の増加を防ぐために，有効な支援策はどれだと思いますか。

あなたの考えに最も近いもの１つに○をつけてください。

１．建物の相続権など，法律相談窓口の設置

２．市や建築，不動産関係団体が連携して空き家などの所有者に売買・賃貸を仲介する「空き

家バンク」制度の推進

３．空き家などの所有者が民生委員や町内会に連絡先を伝えるなど，地域コミュニケーション

の再構築

４．建物やその敷地に関する適正な管理に向けたセミナーの開催や情報提供

５．その他（ ）
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§４「市営住宅」についておたずねします。

Q２１ あなたは，今後の旭川市の市営住宅はどのような人のために必要だと考えますか。あなたの考え

に近いものに３つまで○をつけてください。

１．低所得者 ２．市外からの転入者 ３．高齢者

４．障がい者 ５．ひとり親家庭 ６．子育て家庭

７．新婚家庭 ８．その他（ ）

Q２２ 旭川市の市営住宅は，老朽化が進んでおり，建替え等を検討する必要があります。今後の市営住

宅の建設についてどのようにすべきだと思いますか。あなたの考えに最も近いものに１つ○を

つけてください。

１．不足しているので，新たに建設し増やすべき

２．老朽化した市営住宅のみ建て替えて行くべき

３．老朽化した市営住宅を統合や廃止して徐々に減らすべき

４．新たに建設しないで，民間の賃貸住宅を借り上げるべき

５．民間の賃貸住宅が十分にあるので，市営住宅は必要ない

６．その他（ ）

§５「災害対策」についておたずねします。

Q２３ 災害について，あなたが最も心配していることは何ですか。１つ選んで○をつけてください。

１．地震による破損・倒壊など ２．地震による土砂崩れなど

３．強風による破損・倒壊など ４．大雨による浸水・冠水など

５．大雨による土砂崩れなど ６．その他（ ）

７．特にない

Q２４ 災害に備え，対策していることはありますか。あてはまるもの全てに○を付けてください。

１．飲料水の備蓄 ２．食糧の備蓄 ３．その他の用品の備蓄（簡易トイレ・ラジオなど）

４．ハザードマップの確認 ５．避難所の確認 ６．家庭用発電機の設置

７．その他（ ） ８．何もしていない

Q２５ 次のうち災害対策としてあなたが最も重要だと思うものは何ですか。あなたの考えに最も近い

ものに１つ○をつけてください。

１．地域の連携体制の構築 ２．災害対策についての知識の向上

３．避難先や避難方法の周知 ４．災害対策訓練の実施

５．防災に関する人材の育成 ６．わからない

７．その他（ ）
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§６ その他についておたずねします。

Q２６ 高齢者や障がい者，低所得者の方などが，住まいを確保するために重要だと思うものは何ですか。

あなたの考えに最も近いものに１つ○をつけてください。

１．専門の相談窓口の設置 ２．貸主や管理会社の理解

３．相談会やセミナーの実施 ４．保証人や緊急連絡先の確保

５．生活支援体制の整備 ６．わからない

７．その他（ ）

Q２７ 高齢者や障がい者，低所得者の方などの入居を拒まない住宅（セーフティーネット住宅）がある

ことを知っていますか。最も近いものに１つ○をつけてください。

１．知っている ２．聞いたことはあるが内容は知らない ３．知らない

Q２８ お住まいの地域の民生委員・児童委員がどなたかご存じですか。どちらかに○をつけてください。

１．知っている ２．知らない

Q２９ 町内会や自治会，市民委員会などが実施する活動に参加したことはありますか。どちらかに○を

つけてください。

１．ある ２．ない

Q３０ Q２９で「１．ある」と答えた方におたずねします。どんな活動に参加しましたか。あてはまる

ものすべてに○をつけてください。

１．除雪活動 ２．ゴミ拾いや廃品回収 ３．親睦事業（花見やお祭りなど）

４．防犯活動 ５．高齢者などの見守り ６．講話やセミナーなど

７．交流サロン ８．検診事業 ９．その他（ ）
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Q３１ 今後，旭川市は「住まい」や「住環境」に関して，どのような取組に力を入れるべきだと思いま

すか。あなたが特に重要だと思うものに３つまで○をつけてください。

１．住宅や住環境のバリアフリー化の促進

２．環境に配慮した住宅の普及促進（省エネルギー，低炭素など）

３．災害に対する住宅の安全性の確保

４．増加する空き家への対策

５．住宅の長寿命化の推進

６．コロナ禍における「新たな生活様式」に対応した住宅の普及促進

７．住宅における雪対策の推進（敷地内の雪対策，屋根からの落雪防止など）

８．住宅に関する相談窓口の設置や情報提供

９．高齢者，障がい者，低所得者など，住宅の確保に配慮が必要な方が，民間の賃貸住宅に

入居するための支援

１０．子育てや高齢者世帯に配慮した住環境の整備

１１．まちなみや美しい景観づくりの推進

１２．地域における防犯対策の充実

１３．その他（ ）

Q３２ あなたが住宅や周りの住環境について日ごろ感じていることがありましたら，御自由にお書き

ください。

○以上で設問は終わりです。御協力いただきまして，誠にありがとうございました。

○御回答いただきました市民アンケート調査票は，同封の返信用封筒（切手不要）に入れて，

１１月３０日（火）までにポストに投函いただきますようお願いいたします。


